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研究成果の概要（和文）：　17世紀から20世紀前半までの近代ヨーロッパにおける、さまざまな形態の移動（国内移動
／ヨーロッパ諸国間の移動／大陸間移動、経済的な移民／政治亡命／難民）を対象として、移動する人々を移動実践の
行為主体として捉えた上で、移動の動機、移動先や移動手段の選定、移動後の生活の構築、アイデンティティ変容など
の諸点を比較検討することにより、移動をめぐる論理の類型化を試みた。
　個別事例を集積し、それを移動の論理の諸類型のなかに置く作業を繰り返すことで、移動実践においては循環型（一
時的）移動／ 直線型（永住的）移動という視点が重要であることや、女性の役割をいっそう重視する必要があること
が知見として得られた。

研究成果の概要（英文）： This project attempted to analyze the logic of European migration between 17th 
century and the first half of 20th century, focusing on the various types of migration (internal 
migration / intra-european migration / intercontinental migration, economic migration / political exile / 
refugees etc.) and recognizing the migrants as actors who chose to migrate.
 By accumulating the individual cases about the European migrants and putting insistingly these cases 
into the types of the logic of migration, it reached to the conclusion that it is very important to 
distinguish circular (temporary) migrations from linear (permanent) migrations, and it is necessary to 
emphasize the crucial role of feminine migrants.

研究分野：ヨーロッパ移民史　イタリア近現代史
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１． 研究開始当初の背景 
（１）グローバル化の進展により、人間の移
動がいっそう頻繁になるとともに、歴史学の
分野においても人間の空間的移動をめぐる
研究は着実に進展を遂げてきた。近代世界
（とくに 19 世紀を中心に）における空間的
移動において重要な位置を占めるヨーロッ
パに関する研究についても、同様のことが言
える。けれども、近年の移動をめぐる歴史研
究は、国境を越える移動としての移民に関す
る研究を中心にしており、しかも移民による
アイデンティティ変容やエスニック・グルー
プの形成、移民集団の同化、統合、排斥とい
ったテーマに著しく傾斜する傾向にあると
思われる。もちろん、こうした一連のテーマ
は現代世界に生きる我々にとってきわめて
今日的な課題であり、歴史研究として深く探
求するに値するテーマであることは言うま
でもない。研究代表者も、これまで科学研究
費補助金を受けたいくつかの課題をはじめ、
同種のテーマに取り組んできている。しかし、
空間的移動という現象は国境を越える場合
に限定されるわけではなく、またこの現象を
めぐる論点がエスニック・グループの形成や
同化／統合といった問題に限定されるわけ
でもない。 
 
（２）研究代表者はかつて「ヨーロッパ移民
史研究の射程」（『歴史評論』625 号、2002
年）という論考において、ヨーロッパ移民史
研究の確信のために必要とされる論点を、次
の三つに整理した。 
① 移民を移動という行為を選択肢実践す
る行為主体として捉え、彼らが移動を実践す
る過程をミクロな視点から辿るという研究
の方法が必要とされていること。 
② 移民という概念と、それと隣接する諸概
念（亡命、難民、ディアスポラ）との差異が、
かつて考えられていたほど自明ではなく、概
念そのものの見直しが必要とされているこ
と。 
③ 移民の実践を通して「エスニック・グル
ープ」や「人種」が構築される過程を明らか
にする作業が求められていること。 
 現在の研究状況が抱える問題は、一番目、
二番目の論点を十分に検討しないままに、三
番目の論点に関心を集中させているという
点にある。人々がいかなる動機で移動するに
いたったか、どのような方法、手段を用いて
移動したのか、移動していく人々に対して地
域社会や国家はどのように対処したのか、と
いったことを移動者の論理に即して解明し
たうえで、移動先において人々がいかなるコ
ミュニティを形成し、そのなかで自らのアイ
デンティティをどのように変容させていっ
たのかという問題を論じるべきであるのに、
研究の現状はそれとは逆の方向を示してい
ると思われるのである。 
 
（３）また、近代における国民国家の枠組み

のもとでは、移動によって国境を越えるかど
うかが非常に大きな意味を持つとはいえ、移
動者の論理という観点から見たときには、国
内移動と国外への移動の間に共通する側面
も数多く存在する。しかし、国境を越える移
動（いわゆる移民）にのみ関心を集中させる
ことによって、こうした視点は欠落していく
ことになる。さらに、経済的な理由による移
動と政治的、社会的な理由による移動とは、
その実態においてしばしば重なり合ったり、
密接な連携を伴っていたりする側面がある
にもかかわらず、今までの多くの研究ではそ
の点が十分に議論されてきたとは言い難い。 
 
２．研究の目的 
（１）以上のような研究状況に対して、本研
究は 17世紀から 20世紀前半までの近代ヨー
ロッパにおける、さまざまな形態の空間的な
移動（国内移動／ヨーロッパ諸国間の移動／
大陸間移動、経済的な移民／政治亡命／難
民）を対象として、移動する人々を移動とい
う行為を実践する行為主体として捉えたう
えで、移動をめぐる論理を明らかにすること
を目的としている。 
 
（２）上記の作業を通して、参加者が研究対
象とする個別の諸事例が近代ヨーロッパに
おける移動の全体的なコンテクストの中で
どのような位置にあるのかを明らかにする
とともに、諸事例の間の相互的な関係、位置
取りを明らかにすることも、本研究の重要な
目的である。 
 
３．研究の方法 
（１）研究の出発点は、参加者各人が自らの
専門とする地域における移動のさまざまな
事例を提示することにある。この作業では、
さまざまな移動の区分をいったん取り払い、
それぞれの事例に見られる移動の基本的な
論理（移動にいたる経緯、移動先の選定、具
体的な旅の行程、移動先での生活の構築）を
あぶりだしていく。 
 
（２）ついで、具体的な事例を通して提示さ
れたさまざまな移動の論理をパターン化し、
分類・整理する作業を行う。さらに、移動の
論理に基づいて分類された諸類型が、地域社
会の経済構造や地域・国家の権力構造とどの
ように連関しているかを明らかにしていく。
この一連の作業を通じて、国内移動／国外へ
の移動、経済的な理由による移動／政治的な
理由による移動、といった二分法的な理解で
は見ることのできなかった移動に関する新
たな知見を獲得していく。 
 
（３）最後に、近代ヨーロッパの空間的移動
の分析から得られた知見を、アジアやアフリ
カにおける同時期の空間的移動に関する分
析と接合する作業を行う。これにより、空間
的移動を世界史的な次元でより深く理解す



ることを目指す。 
 
４．研究成果 
（１）参加者が各人の対象とする個別事例を
提示し、それらを類型化する作業を行った。
参加者の個別テーマは以下の通りである。 
・国内移動の事例 ①青木恭子：19世紀末か
ら 20 世紀初頭にかけてのロシアを対象とし
て、ヨーロッパ・ロシアからシベリアに向け
て移動した農民の移動の論理を分析した。そ
の結果、先遣人がもたらす情報が農民の移住
先に強い影響を与えていること、農民は母村
で自ら携わる農作物を継続的に行うことの
できる移住先を好んだこと、農民の移住先の
選択はしばしば政府の政策が想定した場所
とは異なることなどを明らかにした。 
・ヨーロッパ内の移動 ①北村暁夫：1908
年に南イタリアで起きた大地震により生じ
た住民の移動にみられる論理を分析した。そ
の結果、避難者は震災以前に移民した家族・
親族を頼ってエジプトやアメリカ合衆国へ
移住する傾向にあることを明らかにした。 
②木村真：19世紀から 20世紀初頭にかけて、
ブルガリアのタルノボ地方出身の野菜栽培
人によるバルカン・ハンガリー諸地域への移
動を対象として、彼らの移動の論理を分析し
た。その結果、野菜栽培人の持つ灌漑能力や
治水能力が移動先の社会から求められてい
たこと、彼らはそうした需要に対応する形で
移動していったことが明らかになった。 
③平野奈津恵：19世紀後半から 20世紀初頭
にベルギーから北フランスの炭鉱地帯に移
民した炭鉱労働者とその家族を対象として、
彼らの移動の論理を分析した。その結果、ベ
ルギー人移民は自らの炭鉱労働者としての
経験を生かすためにフランスの炭鉱地帯に
移住したこと、フランス人労働者はフランス
で徴兵の対象とならないベルギー人労働者
に対して差別的な意識をしばしば抱いてい
たことが明らかになった。 
・大陸間の移動 ①一政史織：20世紀初頭の
アメリカ合衆国におけるクロアチア系移民
と日系移民を対象とし、両者の移民コミュニ
ティの形成過程を比較検討することにより、
移動の論理が移民集団の民族・国家像の形成
にどのような影響を与えたかを分析した。そ
の結果、民族・国家像の形成には、アメリカ
社会の側で誰をアメリカ市民として許容す
るかという点が深く関わっていることが明
らかになった。 
②杉浦未樹：17世紀から 18世紀にかけてオ
ランダ領として発展した南アフリカのケー
プ植民地を対象として、オランダ人入植者の
移動の論理と資産の形成と維持をめぐる家
族戦略を分析した。その結果、資産形成・維
持において女性の存在が大きな役割を果た
しており、一定数の女性を確保することが植
民地にとって重要であったことが明らかに
なった。 
③田中ひかる：19世紀末から 20世紀初頭に

かけてロシア帝国領内からアメリカ合衆国
に移民したアナーキストたちを対象として、
彼らの移動の論理を分析した。その結果、ロ
シア帝国領内では強い政治意識を持ってい
なかった人々が移民という行為を通してア
ナーキストとして覚醒していく過程が明ら
かになった。 
④山本明代：19世紀末から 20世紀初頭にか
けてハンガリー王国からアメリカ合衆国に
移民した複数のエスニック集団を対象とし
て、彼らの移動の論理とアメリカにおけるコ
ミュニティ形成について分析した。その結果、
移動の過程においてそれまで未分化であっ
た集団がエスニックなラインに沿って編成
されていくことが明らかになった。 
 
（２）以上の個別事例の提示をもとに、研究
会活動を積み重ねるなかで、移動の論理をめ
ぐる類型化、理論化を図った。まず得られた
のは、移動の歴史を概観する際には、各地域
の移動をパッチワーク的な処理によって総
合するという方法は有効ではなく、統一した
視点に基づいて全体を描ききる方法が有効
であるということであった。また、移動の論
理を考察する際には、循環型（一時）の移動
と直線型（永住）の移動という類型が重要で
あることが確認された。こうして得られた成
果を、マトリックスの形でモデル化すること
にした。 
 
（３）研究成果を広く発信することと国際交
流の進展を図ることを目的として、2012 年
度と 2013年度の 2回に渡り、国際シンポジ
ウムを開催した。それぞれ、レオ・ルカッセ
ン氏（オランダ）とダナ・ガバッチャ氏（ア
メリカ合衆国）というヨーロッパ移民史研究
における泰斗であり、国際的に知られた研究
者を招いた。ルカッセン氏の講演では、16
世紀以降のヨーロッパを中心とする空間的
移動において、兵士と船員の占める比率が高
いことが指摘された。また、ガバッチャ氏の
講演では、移民の「女性化」ということが近
年しばしば指摘されるが、実際には女性の移
民は 16 世紀から常に一定の比率で存在し、
時には数量的に男性を凌駕する時期もあっ
たのであり、20世紀末になって初めて移民が
「女性化」したわけではないことが指摘され
た。こうした両氏の指摘は、本研究がこれま
で十分に認識してこなかった点であり、本研
究の視野を広げるうえで、きわめて重要であ
った。 
 
（４）具体的な事例に基づいて移動の論理を
類型化、理論化する作業は、マトリックスの
作成をもって一応の完成を見ることとなっ
た。しかし、他方で本研究には、いくつかの
課題も残されている。最も重要な課題は、本
研究の趣旨が移動の論理の理論化にあった
ために、移動の実態を記述する際の方法につ
いて、十分な考察、分析を行ってこなかった



ことにある。歴史叙述においては、語りの方
法を洗練することが不可欠であり、とりわけ
移動する人々の具体的な姿を提示する際に
は、魅力的な語りが必要である。この点につ
いては、成果を一冊の書物にまとめる際の課
題として、さらなる考察を深めていきたい。
また、兵士や船員の移動、女性の移動につい
ては、本研究では必ずしも十分に扱うことが
できなかった。とりわけ、女性の移動および
移動とジェンダーとの関わりについては、新
たに研究プロジェクトを立ち上げ、数年の期
間をかけて本格的に分析する必要があると
いう認識にいたった。（これは、平成 27年度
に採択された基盤研究（B）「近代ヨーロッパ
を中心とする女性の空間的移動とジェンダ
ーの変容に関する比較史研究」（研究代表
者：北村暁夫、課題番号 15H03260 ）へと
展開している。） 
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